
写真：第３回静岡県農村の魅力フォトコンテスト入選作品（藤枝市岡部町殿）
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があり、その後、農林⽔産⼤⾂の齋藤健⽒、⾃
⺠党総務会⻑の⽵下亘⽒他多くの来賓の⽅々
より祝辞をいただきました。 
 引き続き、宮城県の仙台東地区、京都府の巨
椋池地区、熊本県の⼋代平野地区から農業農村
整備事業に関する事例発表があり、その後要請
⽂提案・採択が⾏われ、参加者⼀同によるガン
バロウ三唱で閉会しました。 
要請内容は以下の通りです。 
 

要請書（⼀部省略） 

農業を次世代の担い⼿にとって魅⼒ある産業としていくためには、農地の集積・
集約、⼤区画化、汎⽤化等の農地整備や将来を⾒越した適時適切な農業⽔利施設等
の維持・更新が必要となっている。加えて、全国各地でため池を含む農業⽔利施設
等の⽼朽化が進⾏する中、⼤規模地震や気候変動による豪⾬災害が多発しており、
国⺠の⽣命と財産を守るためにも、ため池等の耐震化や洪⽔被害防⽌対策などの農
村地域の防災・減災対策の推進を通じた国⼟の強靭化が重要な課題となっている。 

また、⽔⼟⾥ネットには、⼒強い農業の実現等を通じた⾷料の安定供給や農業・
農村の多⾯的機能を発揮させるため、先⼈達のたゆまぬ努⼒により維持・活⽤され
てきた農地・農業⽤⽔等の地域資源を良好な状態で次世代に継承していく責務があ
ることから、⽔⼟⾥ネットが有する技術、経験、⽔⼟⾥情報システムなど持てる能
⼒を最⼤限に発揮するため、その体制強化の推進が喫緊の課題となっている。 

⽔⼟⾥ネットは、農業・農村、更には、我々⾃⾝が抱える課題をも直視し、国が
⽰した農政の展開⽅向を踏まえ、⼥性の能⼒も活⽤しつつ積極的な貢献を果たして
いく覚悟である。 

このため全国の⽔⼟⾥ネットは、これまで培ってきた経験と技術を活⽤し、「闘う
⼟地改良」のスローガンの下、次の事項の実現を国に強く要請する。 

⼀ 農業競争⼒の強化や国⼟強靭化を図るため、昨年九⽉に施⾏された改正⼟地改
良法を積極的に活⽤した事業制度の現場へのより⼀層の普及を図ること 

⼆ 今国会で成⽴した改正⼟地改良法の適切な実施を図るため、その啓発普及に努
めるとともに、⼟地改良区の運営基盤の強化に対する⽀援を推進すること 

三 農業・農村が有する多⾯的機能をしっかりと次世代に引き継ぐため、農地や⽔
路、農道の保全活動等が適切に実施できるよう、多⾯的機能⽀払制度への⼗分
な⽀援を⾏うこと 

四 これらの事業を円滑に⾏うため、平成三⼗⼀年度当初予算では、現場のニーズ
に⼗分応えられる規模の予算を確保すること 

  

ガンバロウ三唱 
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